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1. はじめに
デジタル放送の開始や，デジタルハードディスクレ
コーダーの普及などにより，個人でも大量のデジタル動
画データを所有することが一般的になりつつある．本
研究は，大量の動画データの閲覧を容易にするための重
要な要素技術である「動画話題分割」，すなわち，動画
を意味的な話題単位に自動的に分割する技術に関する
ものである．本研究では，従来手法とは異なり，あらゆ
る動画コンテンツに適用可能な話題分割手法を提案し，
TRECVIDデータに基づく評価実験を通じその有効性を
実証する．

2. 問題
ニュース番組の話題分割に関する研究は，Merlinoら

の研究 [1]など，多数報告されている．しかし，これら
の既存研究のほとんどは，分析対象コンテンツ，すなわ
ちニュース番組特有の特徴量や現象に基づき話題分割を
行っている．たとえば，Merlinoらは，アンカーショッ
トの出現，アンカーからレポーターへの話者転換など，
ニュース番組特有の現象を抽出し，その結果を話題分割
に有効な “cue”として利用し，話題分割を行っている．
こうした手法は，ニュース番組の話題分割における既存
手法の主流であるといえる．しかし，この手法では，分析
対象コンテンツに特化した特徴量などを基に話題分割を
行うため，他のコンテンツの話題分割への適用が難しい．

3. 提案手法
本研究では，上記従来手法の問題点を勘案し，コンテ

ンツに依存しない動画像の低レベルな特徴量のみを基に
話題分割を行う手法を提案する．具体的には，抽出した
特徴量を基に，動画像の各ショットをベクトル化し，得
られたショットベクトルを入力とした「話題分割点識別
器」を構築することにより，話題分割点が出現するショッ
トを識別する．本手法は，話題分割の対象となるコンテ
ンツに対する事前分析を必要としないため，従来手法と
比較して効率的な手法である．また，あらゆるコンテン
ツへの適用が可能であるため，従来手法と比較して汎用
的な手法である．以下，本手法で抽出する特徴量ならび
に話題分割手法に関する詳細説明を示す．

3.1 特徴量
本手法で動画像から抽出する特徴量の一覧を表 1に示

す．このうち，オーディオクラスとは，各オーディオフ
レームのオーディオ情報を silence, speech, music, noise
の 4クラスのいずれかに分類し [2]，対象ショット内での
各クラスに属するフレームの出現率を算出することによ
り得る．オーディオクラスを含め，表 1に示されている
全ての特徴量は，MPEG から直接抽出することが可能
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であり，かつ動画のコンテンツ種別に非依存であること
から，あらゆるコンテンツ種別の動画からの抽出が可能
な汎用的特徴量であるといえる．

3.2 SVMによる話題分割

前節で示された特徴量を基に構築されたショットのベ
クトルを利用し，話題分割点が出現するショットを抽出
するための識別器をサポートベクターマシン (SVM)[3]
で構築する．まず，学習データから話題分割点が出現す
るショットならびに出現しないショットを抽出し，話題分
割点出現ショットを正例，それ以外のショットを負例と
して学習を行う．この学習によって構築された識別器に，
分析対象動画のショットベクトルを入力することにより，
話題分割点が出現するショットを抽出し，該当ショット
の開始点を話題分割点とする．
また，上記手法の他，連続するN 件のショットを 1つ

のベクトルとして表し，話題分割点が出現する連続ショッ
トを識別する手法も提案する．連続ショットを表すベク
トルは，該当のN 件のショットベクトルを接続すること
により生成する．すなわち，各ショットベクトルが k次
元だとすると，連続ショットベクトルの次元数は k × N
となる．

4. 評価実験
4.1 実験データ

提案手法の有効性を確認するため，TRECVID 2003[4]
の話題分割 (story segmentation)実験用データに基づく
評価実験を行う．この実験データは，約 4ケ月間に放送
されたニュース番組 (ABC World News Tonight, CNN
Headlines，約 120時間)より構成されている．実験デー
タ内の全ての動画に対し，個々の話題の開始時刻の情報
が付与されており，本実験ではこの正解データを基に学
習および評価を行う．本実験では，前半 2ケ月間に放送さ
れた動画を学習データとし，後半 2ケ月間の動画に対す
る話題分割精度を評価する．また，本実験では実験デー
タに対するショット検出は行わず，TRECVIDから提供
されている common shot boundary 情報を利用する．

4.2 結果

本実験は，TRECVIDが定めた評価基準にしたがい，
正解話題分割点の前後 5秒以内に検出された話題分割点
を正解とみなし，適合率 (Precision)と再現率 (Recall)
を算出する．
表 2に，ABCと CNNのそれぞれに対する提案手法

の適合率，再現率ならびに F-measure(F1)を示す．な
お，表中の “1-shot”, “N=2”, “N=3” は，それぞれ単
独ショットならびに N=2, 3とした連続ショットを SVM
への入力とした場合の結果を表す．
表 2より，全般的にABCに対する話題分割の方が高い

ことが明らかである．CNNでは，当日のニュースを，レ
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表 1: 動画像から抽出する特徴量一覧
オーディオ 動き 色 時系列
- 平均 RMS - 動きベクトル水平成分 - 開始フレーム色配置 - ショット長
- 開始 nフレーム平均 RMS - 動きベクトル垂直成分 - 中央フレーム色配置 - ショット密度
- オーディオクラス - 動きベクトル大きさ - 最終フレーム色配置
(silence, speech, music, noise) - 動き強度 (6 ∗ Y, 3 ∗ Cb, 3 ∗ Cr)

表 2: 提案手法による適合率と再現率
ABC CNN

Method Prec Rec F1 Prec Rec F1
1-shot 0.603 0.590 0.596 0.516 0.530 0.523
N = 2 0.615 0.597 0.606 0.540 0.526 0.533
N = 3 0.615 0.594 0.604 0.556 0.536 0.546
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図 1: TRECVID 2003公式実験結果と提案手法の比較

ポート画像を交えてダイジェストで紹介するなど，ABC
と比較して番組の構成が複雑であり，したがって話題分割
が難しく，精度が低下したものと推測される．また，単独
ショットと連続ショットの両手法を比較した場合，ABC，
CNNともに連続ショットの方が若干高い精度が得られ
ているが，有意な差ではない．

4.3 TRECVID結果との比較
提案手法の話題分割精度を検証するため，TRECVID

2003の話題分割タスクに提出された実験結果との比較を
行う．図 1に，提案手法 (1-shot, N=2)と，TRECVID
に提出された公式実験結果のうち，“Audio + Video”条
件 (=音声認識結果などのテキスト情報を利用しない条
件) の実験結果の適合率，再現率，F-measureを示す．
図 1から明らかな通り，TRECVID 公式実験結果の
うち，提案手法を上回る F-measure を達成したのは
NUS 1,3 と IBM CU av filterの 3件である．NUS 1,3
では，ABCと CNNのそれぞれで事前に定義されたカ
テゴリ (ABC:12, CNN:17カテゴリ)へのショット自動分
類結果に基づき，話題分割点の検出を行っている [5]．ま
た，IBM CU av filterは，アンカーショット，CMの検
出結果などを含めた多数の特徴量を基に話題分割を行っ
ている [6]．すなわち，これらの手法では，高い精度が得
られているものの，それぞれ分析対象コンテンツに特化
した特徴量などを基に話題分割を行っていることが明ら
かである．
ここで，番組の構成が複雑な CNNに対する話題分割

の再現率を比較すると，提案手法では，表 2の通り 0.526

～0.536 の再現率が得られているのに対し，NUS 1,3，
IBM CU av filter の再現率はそれぞれ 0.734, 0.733,
0.494 である．NUS 1,3 では，前述の通り，CNNに特
化したカテゴリへのショット分類結果を利用して話題分
割を行っているため，高い再現率が得られている．しか
し，IBM CU av filterは，ABCの再現率 (0.728)に対
し，CNNの再現率が大きく下回っている．この結果より，
IBM CU av filterは，CNNで表れるような多様な話題
分割には対応できず，したがって検出されなかった話題
分割点が増加したことがわかる．これに対し，提案手法
では，汎用的特徴量を利用しているにも関らず，ABC，
CNNで比較的安定した再現率が得られており，CNNで
は IBM CU av filterも上回る再現率が得られているこ
とから，多様なコンテンツに対するロバスト性が高いこ
とがわかる．さらに，上記以外の全ての TRECVID実
験結果に対しては，提案手法の話題分割精度の方が優位
であることが図 1より明らかである．以上の実験結果よ
り，提案手法はコンテンツ特有の特徴量を一切利用して
いないにも関らず，高い精度での話題分割が可能であり，
かつ汎用的な手法であることが実証された．

5. まとめ
本研究では，あらゆる動画コンテンツから抽出できる

汎用的な特徴量に基づく動画像話題分割手法を提案した．
TRECVIDデータに対する評価実験の結果，多様なコン
テンツに対し，高い精度での話題分割が得られているこ
とが実証され，提案手法の有効性が確認された．
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